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各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 １月18日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 １月11日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 １月16日㈫13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572東城 １月４日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

総領 １月10日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 12月21日㈭・１月18日㈭
13時～15時30分 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 12月21日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

東城 １月18日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 １月10日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 １月19日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による無

料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　東城 １月５日㈮13時～16時 東城支所

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原 「とんぼ」
１月16日㈫13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課高齢者福祉係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
１月11日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
12月26日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者　
補装具判定会 肢体 １月18日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

障害者相談員
定 期 相 談 会 庄原 １月15日㈪13時30分～16時30分 庄原保健福祉センター 身体 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

エ イ ズ 検
査・ 相 談 １月25日㈭13時～14時30分

広島県北部保健所
（広島県三次庁舎第3庁舎）

三次市十日市東４-６-１

事前予約が必要。検査
は無料・匿名で受けら
れます。エイズ相談は
随時受けられます。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5181

心の健康相談 12月19日㈫・１月16日㈫
13時～14時30分

広島県北部保健所
（広島県三次庁舎第3庁舎）

三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無
料相談。事前予約が必
要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5181

（内線3342・3343）

相 続 税・
贈 与 税・
譲 渡 所 得 の
相 談

原則各月第３金曜日
10時～15時30分
日時が変更される場合あり

庄原税務署

要電話予約。
国税局電話相談セン
ター（☎0824-72-1001
へ→音声案内に従い

「１」を選択）もご利用
ください。

庄原税務署調査部門
☎0824-72-0464（直通）

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談を

あなたの相談をお受けします
※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 １月15日㈪９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

育児相談 １月９日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（ＪＲ備後庄原駅舎内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

さくら橋などがリフレッシュ こつを覚えて素敵な写真を
　（一社）日本塗装工業広島県支部が奉仕活動・11/16 　初心者向け写真講座・10/31

「いいいろ塗装の日」の 11 月 16 日（いいいろの語
呂合わせ）に、上野総合公園で日本塗装工業広島県支
部北部地区による奉仕活動が行われました。

この活動は、広島県支部に加入している市内の塗装
業者が市の公共施設などをボランティアで塗装してい
るもので、平成 11 年から行われています。これまで
にも、各保育所をはじめ、公園の遊具やベンチなどさ
まざまな施設を塗り直していただきました。

12 回目となる本年は、上野総合公園のさくら橋と
旧取水塔を塗り直し、鮮やかな赤色がよみがえりまし
た。

日本写真家協会会員の金
か な や ま

山一
か ず ひ ろ

宏さんを講師に、比和
自治振興区主催の初心者向け写真講座が開催されまし
た。

参加者は、比和自治振興センターで、初心者でも簡
単で手軽にきれいな写真を撮ることができるこつな
どを教わった後、秋も深まり紅葉が美しく広がる吾妻
山へ移動。それぞれが実際にデジタルカメラやスマー
トフォンを使って撮影しました。撮影後、休暇村吾妻山
ロッジで、撮影した写真をプロジェクターで映し出し
ながら、金山さんの講評を受けました。

参加者は、「同じものを撮影しても、それぞれの感性
や見方の違いで、まったく違う写真になることが分か
り、カメラの面白さを実感した」と話していました。

伝統を今に受け継ぐ
　東城まちなみぶらり散歩ギャラリー・お通り

10 月 28 日から 11 月５日までの９日間、街道東城
路（東城町市街地）で「東城まちなみぶらり散歩ギャ
ラリー」が開催されました。街道沿いの約 600 メート
ルが丸ごとギャラリーとなり、商店や民家に伝わるお
宝や絵画、手芸品が並びました。沿道では東城高校生
徒によるボランティアガイド「東城応援隊」が、来訪
者に見どころを案内していました。

11 月４日には東城小学校をメイン会場に「お通り」
が開催されました。「お通り」は江戸時代から続く伝
統行事で、東城の五

ごほんがたけ

品嶽城主の長
な が お

尾隼
は や と

人が関ヶ原の戦
いの勝利を祝ったことが始まりとされています。「お通
り」ではサザンカで飾りつけた矢よけの武具「母

ほ ろ

衣」
をはじめ、大名や武者、華

は な わ ら べ

童子など、総勢約 130 人か
らなる行列が東城の市街地を練り歩き、沿道は市内外
から訪れた約１万５千人ものカメラ愛好家や見物客で
にぎわいました。

神奈川県からの観光客は「古い町並みと行列がとて
も良い雰囲気だった。すばらしい行事なので今後も続
いてほしい」と話していました。

▲塗装作業を行う会員の皆さん ▲参加者は金山さん（左）に助言をもらいながら撮影した

№８

№10 №9

▲お通り行列の「母衣」

▲東城まちなみぶらり散歩ギャラリー
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募　
　

集

催　
　

し

そ  

の  

他

広島県最低賃金は、
平成 29 年 10 月 1 日から

時間額 818 円です。
詳細は、広島労働局労働基準部賃金室

（☎ 082-221-9244）または三次労働基
準監督署（☎ 0824-62-2104）まで問
い合わせください。

平
成
29
年
度
庄
原
市　
　
　

児
童
生
徒
科
学
研
究
作
品
展

　

庄
原
市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら

出
品
さ
れ
た
科
学
研
究
作
品
の
う

ち
、
特
選
・
入
選
作
品
60
点
を
展

示
し
ま
す
。
児
童
・
生
徒
の
作
品
を
、

ぜ
ひ
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

と
き

12
月
９
日
㈯　

10
時
～
18
時

12
月
10
日
㈰　

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー　
　

広
告
募
集

　

市
が
作
成
す
る
平
成
30
年
度
版

の
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
枠　

12
枠

規
格　

縦
３
セ
ン
チ
×
横
25
セ
ン

チ
（
見
開
き
カ
レ
ン
ダ
ー
）

配
布
部
数　

市
内
全
世
帯
に
約

１
万
７
千
部
配
布

広
告
料
金　

１
枠
１
万
円
（
た
だ

し
、
１
社
に
つ
き
２
枠
ま
で
）

募
集
期
間　

12
月
22
日
㈮
ま
で

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
市
内
の

方
を
優
先
し
先
着
順
と
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

財
政
課
理
財
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
０
２

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
30
年
度

第
１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
ま
す
。

　

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
学
ん

で
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ

で
授
業
を
行
っ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
そ
の
授
業
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
好
き
な
と
き
に
受
講
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自

然
科
学
な
ど
、
約
３
０
０
の
幅
広

い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
放
送
大
学

広
島
学
習
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　

３
月
20
日
㈫
ま
で

大
学
説
明
会
日
程
（
庄
原
会
場
）

１
月
13
日
㈯
・
２
月
３
日
㈯
・
３

月
10
日
㈯

問
い
合
わ
せ

放
送
大
学
広
島
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
‐
２
４
７
‐
４
０
３
０

三
次
高
等
技
術
専
門
校　
　

４
月
入
校
生
募
集

　

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門

校
で
は
、
平
成
30
年
４
月
入
校
生

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
訓
練
科

●
自
動
車
整
備
科
（
２
年
間
・
高

卒
18
歳
以
上
30
歳
以
下
）

●
溶
接
加
工
科
（
１
年
間
・
45
歳

以
下
）

●
建
築
科
（
１
年
間
・
45
歳
以
下
）

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
（
６
カ
月
間
・

年
齢
制
限
な
し
）

※
見
学
は
い
つ
で
も
で
き
ま
す
。

希
望
の
方
は
事
前
に
連
絡
を
し
て

く
だ
さ
い
。

応
募
受
付
期
間

１
月
５
日
㈮
～
２
月
８
日
㈭

※
選
考
日
、
選
考
内
容
、
合
格
発

表
日
な
ど
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

特
典　

雇
用
保
険
受
給
者
で
、
公

共
職
業
安
定
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

の
指
示
に
よ
っ
て
入
校
し
た
人
に

は
、
訓
練
の
終
了
日
ま
で
受
給
期

間
が
延
長
さ
れ
る
ほ
か
、
諸
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

広
島
県
立
三
次
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
３
４
３
９

が
居
住
す
る
建
物
に
関
す
る
実
態

な
ど
を
５
年
ご
と
に
調
査
し
、
そ

の
現
状
と
推
移
を
全
国
お
よ
び
地

域
別
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
住
生
活
関
連
施
策
の
基
礎
資

料
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、

総
務
省
が
実
施
す
る
基
幹
統
計
調

査
で
す
。

　

今
回
の
単
位
区
設
定
は
、
来
年

10
月
に
実
施
さ
れ
る
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
の
調
査
区
域
を
明
確
に

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

広
島
県
が
任
命
す
る
統
計
指
導
員

が
市
内
を
調
査
し
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？ 

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
時
期

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
の
介
護
を
必
要
と
す

る
方
で
、「
身
体
障
害
者
等
に
準
ず

る
方
」
や
「
６
カ
月
以
上
寝
た
き

り
状
態
に
あ
る
方
」
は
、
税
法
上

の
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
」

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者

　

65
歳
以
上
の
方
で
、「
身
体
障
害

者
手
帳
」「
療
育
手
帳
」ま
た
は「
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
」
の
交

付
を
受
け
て
お
ら
ず
、
次
の
①
②

③
④
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
の
状
態

の
方
。

①
認
知
症
の
症
状
が
あ
る
、
あ
る

い
は
認
知
症
と
診
断
さ
れ
て
い
る

方②
屋
内
で
の
生
活
は
お
お
む
ね
自

立
し
て
い
る
が
、
介
助
な
し
に
は

外
出
で
き
な
い
方

③
屋
内
で
の
生
活
に
何
ら
か
の
介

助
が
必
要
で
、
日
中
も
ベ
ッ
ド
な

ど
で
の
生
活
が
主
で
あ
る
方

④
生
活
全
般
に
介
助
が
必
要
な
方

（
ほ
ぼ
寝
た
き
り
状
態
の
方
）

※
身
体
障
害
者
福
祉
法
な
ど
に
基

づ
く
障
害
認
定
と
、
介
護
保
険
法

に
基
づ
く
要
介
護
認
定
は
、
認
定

基
準
が
異
な
る
た
め
、
要
介
護
認

定
の
介
護
度
が
高
く
て
も
「
障
害

者
控
除
対
象
者
認
定
」
の
対
象
と

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
認
定
の
区
分
に
は
「
障
害
者
（
軽

度
・
中
度
）」
と
「
特
別
障
害
者
（
重

度
）」
が
あ
り
ま
す
。
す
で
に
「
障

害
者
」
の
区
分
で
障
害
者
控
除
を

受
け
て
い
る
方
で
も
、
申
請
に
よ

り
「
特
別
障
害
者
」
と
認
定
さ
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
印
鑑

②
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
申
請

書③
医
師
の
診
断
書
ま
た
は
民
生
委

員
の
意
見
書
（
要
介
護
認
定
者
は

不
要
で
す
）

※
書
類
は
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保

険
係
ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・

市
民
生
活
室
（
西
城
支
所
は
、
し

あ
わ
せ
館
）
に
あ
り
ま
す
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室
（
西
城
支
所
は
、
し
あ

わ
せ
館
内
）

住
宅
・
土
地
統
計
調
査　
　

単
位
区
設
定
の
実
施

　

本
年
12
月
か
ら
来
年
２
月
中
旬

に
か
け
て
、
平
成
30
年
住
宅
・
土

地
統
計
調
査
単
位
区
設
定
を
実
施

し
ま
す
。

　

住
宅
・
土
地
統
計
調
査
は
、
人

ひ
ろ
し
ま
文
化
振
興
財
団　
　

文
化
活
動
助
成
希
望
団
体
募
集

　

県
内
の
文
化
活
動
団
体
の
活
動

に
対
し
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
こ
の
度
、
平
成
30
年
度
の
助

成
希
望
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
事
業

①
郷
土
の
文
化
の
継
承
・
発
展
が

期
待
で
き
る
事
業

②
地
域
振
興
や
観
光
振
興
に
繋
が

る
文
化
事
業

③
平
和
を
テ
ー
マ
と
す
る
文
化
芸

術
事
業

助
成
額

①
と
②
…
上
限
20
万
円

③
…
上
限
30
万
円

募
集
締
め
切
り

１
月
19
日
㈮

申
込
方
法

　

申
請
書
を
、
庄
原
市
教
育
委
員

会
（
生
涯
学
習
課
）
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
生
涯
学
習
課
に
設
置

し
て
い
ま
す
。
ひ
ろ
し
ま
文
化
振

興
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

（
公
財
）
ひ
ろ
し
ま
文
化
振
興
財
団

☎
０
８
２
‐
２
４
９
‐
８
３
８
５

道
路
管
理
者
で
伐
採
・
排
除
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
土
地
所
有
者
が
伐
採
す
る
際

に
高
速
道
路
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
る
場
合
は
、
道
路
管
理
者

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

●
中
国
道
に
つ
い
て

Ｎネ

ク

ス

コ

Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本

三
次
高
速
道
路
事
務
所

☎
０
８
２
４
‐
62
‐
５
１
３
５

●
尾
道
松
江
道
に
つ
い
て

国
土
交
通
省

三
次
河
川
国
道
事
務
所

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
４
１
２
１

　

中
国
道
・
尾
道
松
江
道
で
は
、

冬
季
の
降
雪
な
ど
に
よ
り
高
速

道
路
区
域
外
か
ら
樹
木
・
竹
な

ど
が
倒
れ
込
み
通
行
に
支
障
を

来
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
高
速

道
路
内
へ
の
倒
れ
込
み
の
恐
れ

が
あ
る
樹
木
や
竹
な
ど
は
、
土

地
所
有
者
が
伐
採
し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
倒
木

や
倒
竹
な
ど
に
よ
る
事
故
が
発

生
し
た
場
合
は
、
所
有
者
責
任

が
問
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
速
道
路
の
通
行
に

支
障
と
な
る
樹
木
や
竹
な
ど
の

倒
れ
込
み
を
発
見
し
た
場
合

は
、通
行
の
安
全
確
保
の
た
め
、

家
屋
の
取
り
壊
し
や
新
増
築
、　

土
地
の
地
目
変
更
の
届
け
出
を
！

　

固
定
資
産
税
は
、
そ
の
年
の
1

月
1
日
時
点
で
、固
定
資
産（
土
地
、

家
屋
、
償
却
資
産
）
を
所
有
し
て

い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

取
り
壊
し
や
、
り
災
な
ど
に
よ

り
、
家
屋
が
無
く
な
っ
た
場
合
や
、

登
記
さ
れ
て
い
な
い
建
物
の
所
有

者
が
変
わ
っ
た
場
合
に
は
、
12
月

28
日
㈭
ま
で
に
「
家
屋
異
動
申
告

書
」
を
税
務
課
ま
た
は
最
寄
り
の

支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活
室

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書

は
税
務
課
お
よ
び
各
支
所
に
備
え

付
け
て
い
ま
す
。

　

取
り
壊
し
ま
た
は
無
く
な
っ
た

家
屋
の
固
定
資
産
税
は
、
翌
年
度

か
ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

土
地
に
適
用
さ
れ
て
い
る
「
住
宅

用
地
に
対
す
る
特
例
」
が
適
用
さ

れ
な
く
な
る
た
め
、
税
額
が
上
が

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
「
家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
」「
土

地
の
利
用
状
況
が
変
わ
っ
た
」
な

ど
、
現
況
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

は
、
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

課
税
内
容
に
つ
い
て
、
疑
問
が

あ
れ
ば
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
４

水
道
管
の
凍
結
対
策
を

高
速
道
路
沿
い
の
支
障
木
な
ど
の
伐
採
に
ご
協
力
を

　

例
年
こ
の
時
期
は
、
凍
結
に

よ
る
水
道
管
の
破
裂
が
起
き
て

い
ま
す
。
水
道
管
は
、
気
温
が

マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に
な
る
と

凍
結
に
よ
る
破
裂
の
可
能
性
が

高
く
な
り
ま
す
。
寒
波
の
到
来

に
よ
る
急
な
冷
え
込
み
に
備
え
、

屋
外
の
露
出
し
て
い
る
水
道
管

や
、
普
段
使
用
し
て
い
な
い
蛇

口
な
ど
に
は
、
市
販
の
保
温
材

や
電
気
式
の
凍
結
防
止
帯
を
巻

く
な
ど
し
て
、
凍
結
対
策
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

【
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら
】

　

凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
や
布

を
か
ぶ
せ
て
そ
の
上
か
ら
ぬ
る

ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
ま
し
ょ

う
。
直
接
熱
湯
を
か
け
た
り
、

急
に
熱
湯
を
か
け
た
り
す
る
と
、

水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

水
道
課
工
務
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
０

ま
た
は
各
支
所
水
道
室
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中の広場

新春神楽

ナゾトキアドベンチャー

ILLUMI LIVE イベント

１月８日 ( 月・祝 ) まで開催！　※12月31日㈰は休園日
開園時間 : ９時 30 分～ 21 時　※入園は20時まで
※期間中、12月中の月曜日と１月１日（月・祝）・２日（火）は14時開園
点灯時間：17 時 30 分～ 21 時

そ
の
他

第
13
回
庄
原
絵
手
紙
大
賞

●
子
ど
も
の
部

大
賞

田
岡　

千
奈（
東
小
１
年
）

優
秀
賞

溝
口　

葉
月（
峰
田
小
１
年
・
放

課
後
子
ど
も
教
室
）

杠　

航
太
朗（
比
和
小
３
年
・
比

和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
）

杠　

蓮
太
朗（
比
和
小
５
年
・
比

和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
）

奨
励
賞

石
川
明
日
翔（
高
小
１
年
）

石
川　

陽
菜（
高
小
２
年
）

香
川
な
な
か（
八
幡
小
２
年
）

河
村　

康
隆（
八
幡
小
２
年
）

長
谷
川
り
ょ
う
子（
西
城
小
２
年
）

安
田　

大
介（
西
城
小
３
年
）

二
上　

文
香（
高
小
４
年
）

加
藤　

夢
美（
西
城
小
５
年
）

片
山　

航
大（
峰
田
小
５
年
・
放

課
後
子
ど
も
教
室
）

西
浦　

瑞
貴（
峰
田
小
６
年
・
放

課
後
子
ど
も
教
室
）

●
一
般
の
部

大
賞

吉
政　

澄
江（
実
留
町
）

優
秀
賞

小
田
美
代
子（
比
和
町
）

五
島　

直
美（
西
城
町
）　　
　
　

滝
口　

京
子（
七
塚
町
）

奨
励
賞

石
原　

咲
美（
山
内
町
）

井
上　

澄
子（
東
城
町
）

片
岡　

義
之（
七
塚
町
）

定
本
恵
美
子（
口
和
町
）

地
子
給
貴
美
子（
東
城
町
）

田
島
由
紀
子（
口
和
町
）

田
原　

宏
江（
西
城
町
）

中
村　

朝
恵（
口
和
町
）

永
迫
加
代
子（
七
塚
町
）

古
本　

文
子（
板
橋
町
）

槇
本
恵
美
子（
西
城
町
）

柳
原　

初
美（
高
野
町
）

※「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当
す

る
方
の
情
報
は
、
行
政
管
理
課
広

報
統
計
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

☆
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
子
ど
も
た

ち
へ
、
ク
ッ
キ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。

と
き　

12
月
24
日
㈰

17
時
30
分
～

※
ク
ッ
キ
ー
が
な
く
な
り
次
第

終
了

と
こ
ろ

中
の
広
場 

・
ひ
ば
の
里

☆
新
春
神
楽

　
「
宮
乃
木
神
楽
団
」
に
よ
る
、

日
本
の
民
俗
芸
能
で
あ
る
神
楽

の
上
演
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

１
月
７
日
㈰

（
第
一
部
15
時
～
17
時
／
第
二

部
18
時
～
19
時
）

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

神
楽
殿

※
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
は
、
電
話
ま

た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
ナ
ゾ
ト
キ
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

　

～
星
の
カ
ケ
ラ
と
光
の
国
～

　

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

み
な
が
ら
、
不
思
議
な
絵
本
に

隠
さ
れ
た
謎
を
解
き
明
か
す
体

験
型
ゲ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と
き　

期
間
中
の
土
・
日
・
祝

日
、
12
月
29
日
㈮
・
１
月
２
日

㈫
・
３
日
㈬　

15
時
～
21
時（
最

終
受
け
付
け
20
時
）

と
こ
ろ　

中
の
広
場
・
ひ
ば
の

里
・
大
芝
生
広
場

※
中
の
広
場
特
設
テ
ン
ト
で
受

け
付
け 

☆
５
千
本

　

愛
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ラ
イ
ト

　

５
千
本
も
の
キ
ャ
ン
ド
ル
に

火
を
と
も
し
、
大
芝
生
広
場
を

幻
想
的
な
明
か
り
で
彩
り
ま
す
。

と
き　

12
月
24
日
㈰

17
時
30
分
～

と
こ
ろ　

大
芝
生
広
場 

備
北
イ
ル
ミ

【
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
花
」】

　

エ
リ
ア
ご
と
の
テ
ー
マ
は
次

の
と
お
り
で
す
。

★
中
の
広
場
…
光
咲
く

（
森
、
花
、
ク
リ
ス
マ
ス
、
広
場

を
イ
メ
ー
ジ
）

★
ひ
ば
の
里
…
花
鳥
風
月

（
和
、
花
、
鳥
、
自
然
の
う
つ
ろ

い
を
イ
メ
ー
ジ
）

★
大
芝
生
広
場
…
光
の
花
絵

（
絵
、
花
、
季
節
を
イ
メ
ー
ジ
）

【
主
な
イ
ベ
ン
ト
】

☆ILLU
M

I LIV
E

イ
ベ
ン
ト

　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
歌
や

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
光
景
と
共
に
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き
・
内
容

12
月
９
日
㈯　

竹
弦
教
（
ラ
イ

ブ
）

12
月
16
日
㈯　

大
道
芸
人
れ

も
ん
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
）

12
月
23
日
㈯　

B
e-being

（
ラ

イ
ブ
）

12
月
24
日
㈰　

日
浦
孝
則
ク
リ

ス
マ
ス
特
別
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト

①
16
時
30
分 

②
18
時 

③
19
時

と
こ
ろ

中
の
広
場　

特
設
ス
テ
ー
ジ

県
大
会

第
29
回
広
島
県
小
学
生　

総
合
体
育
大
会

（
10
月
29
日
／
東
広
島
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
）

●
６
年
男
子
１
０
０
ｍ

１
位

坪
倉　

瑠
快（
小
奴
可
小
６
年
）

●
男
子
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル

３
位

宇
山　

温
翔（
庄
原
小
６
年
）

●
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

２
位

早
井　

隼
平（
口
南
小
５
年
）

宇
山　

温
翔（
庄
原
小
６
年
）

繁
平　

航
太（
山
内
小
６
年
）

坪
倉　

瑠
快（
小
奴
可
小
６
年
）

●
女
子
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル

６
位

中
曽　

琴
葉（
峰
田
小
６
年
）

●
５
年
女
子　

走
り
幅
跳
び

４
位

荒
木　

美
侑（
板
橋
小
５
年
）

市内の主な施設　年末年始の業務状況
　年末年始の業務予定は、次の表のとおりです。■の部分が休業日となりますのでご確認ください。
　なお、「出生」、「死亡」、「婚姻」など戸籍に関する届け出や、埋火葬、斎場使用の許可手続きなどは、休み中でも取り
扱います。詳しくは市民生活課戸籍住民係（☎0824-73-1157）までお問い合わせください。

12/
23㈯ 24㈰ 25㈪ 26㈫ 27㈬ 28㈭ 29㈮ 30㈯ 31㈰

1/
1㈪ 2㈫ 3㈬ 4㈭

市役所（本庁・各支所） ☎0824-73-1123

田園文化センター ☎0824-72-1159

総合体育館 ☎0824-72-8000

庄原市ふれあいセンター ☎0824-75-0301

市民会館 ☎0824-72-4242

西城市民病院（救急は24時間対応） ☎0824-82-2611

時悠館 ☎08477-6-0161

口和郷土資料館 ☎0824-87-2230

比和自然科学博物館 ☎0824-85-3005

ご
み
処
理

収集 ※
持
ち
込
み

備北クリーンセンター ☎0824-72-2044
リサイクルプラザ ☎0824-72-1398
東城クリーンセンター ☎08477-2-0214

※12月29日㈮のごみの収集は地域により異なります。ごみ収集カレンダーを確認してください。
※その他の施設については、直接各施設へお問い合わせください。

広告

広報しょうばら／ 2017.12　28 29　2017.12 ／広報しょうばら



お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　１月９日（火）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

１月

食の大切さ・おいしさを知り、心と体を元気にしよう！
～峰田保育所の取り組み～

須
す え き

恵器の中に入れられた玉
たま

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

12月・１月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶10 月29 日、比婆いざなみ街道マラニック2017 の
取材に行ってきました。あいにくの天候で、選手の皆
さんは大変お疲れだったと思います。それでも、地域
の皆さんやボランティアスタッフの皆さんの笑顔
のお出迎えや応援に支えられ、地域の特産品などを
食べたり飲んだりしながら、選手の皆さんも大変楽
しそうでした。今回エイドステーションの評価が高
かったとのこと。地域の皆さんをはじめとする関係
者の皆さん、寒い中お疲れ様でした。
▶そろそろ雪の季節です。雪が降ると動物の足跡が
よく分かります。これはシカ、これは副蹄が足の裏の
近くにあるからイノシシ、これはウサギ、足をそろえ
て跳ねたり普通に歩いたりするのはカラス、これは
ハクビシン？タヌキ？これはうちの猫…と雪の上の
フィールドサインを観察するのが趣味です。ほかに
も、新雪に倒れこんで人型を作ったり、静かな林の中
で木から雪が落ちる音を聞いたり―。都会ではでき
ないぜいたくな遊びです。

12 月・１月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
と　き　12 月 25 日㈪
　　　　①９時～12時　②13時 30分～16時 30分
参加費　5,000 円
定　員　①②各 12 人
▶展示・イベント
○「手仕事　里山の干支展　戌」
と　き　12 月 15 日㈮～１月 31 日㈬午前中
○ゆめさくら歳末感謝祭
と　き　12月 23日㈯～ 25日㈪※抽選会は 25日
【年末年始の営業】

休館日　12 月 31 日㈰～１月３日㈬
初売り　１月４日㈭
【営業時間の変更】
１月４日から３月末日までは 17 時に閉館します。
※朝どり市は通常通り 16 時終了

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市民ギャラリーです。
植物の細密画作品展（自然をみつめよう会）
とき　１月８日（月・祝）～10日㈬　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みください。使用料
は要りません。

12月23日（土）東城病院 ☎08477-2-2150
24日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
29日（金）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
30日（土）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
31日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

１月１日（月）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
２日（火）日伝医院 ☎08477-2-2180
３日（水）三上クリニック ☎08477-2-1151
７日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
８日（月）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
14日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成29年10月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問児童福祉課 ☎ 0824-73-1214

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　　３６，３８６人　　（前年比－６９３人）　
男　　　１７，２６１人　　（前年比－３１６人）　
女　　　１９，１２５人　　（前年比－３７７人）　
世帯数　１５，７６１世帯　（前年比－８９世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３６８人（前年比＋１６人）

と　き　12 月 25 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　道

み ち だ

田伸
のぶひさ

久（テノール）、佐
さ さ き

崎明
あきひろ

宏（テノール）、
道
み ち だ

田奈
な み

美（ピアノ）
演奏曲目
見上げてごらん夜の星を、ホワイトクリスマス　ほか
▶道田伸久…広島音楽高等学校、武蔵野音楽大学声
楽科卒業。オペラ「マノンレスコー」舞踏教師で舞
台デビューし、「蝶々夫人」ゴロー、ヤマドリ、「椿姫」
ガストン、「カルメン」レメンダード、「ウィーン気
質」ヨーゼフ、「天国と地獄」プリュトンなど、多
数の役を演じる。その他、新国立劇場合唱団員とし
ても活躍した。数多くの演奏会に出演する傍ら、ラ
ンチコンサートや演奏会の主催も務める。フィオー
リー音楽教室の代表・声楽講師。
▶佐崎明宏…福山市出身。同志社大学文学部卒業。
中学から大学まで吹奏楽部に所属。15 年前に合唱
団入団を機に歌を始める。これまでに、「こうもり」
ブリント、「ウィーン気質」カグラー、「天国と地獄」
メルキュール、ミュージカル「ライオンキング」プ
ンバァ、「美女と野獣」ルフー、「リトルマーメイド」
シェフルイなどの役を演じる。声楽を平

ひら の

野薫
かおる

氏に
師事。広島オペラアンサンブル、広島グリークラブ
団員。
▶道田奈美…広島音楽高等学校、洗足学園音楽大学
ピアノ科卒業。これまでに、細

ほそ や ま だ

山田亜
あ や こ

矢子、谷
たにかわ

川
明
あきら

の各氏に師事。声楽、コーラスの伴奏をする傍ら、
後進の指導に当たっている。現在、ふちだ楽器店、
吉井音楽アカデミー、フィオーリー音楽教室のピア
ノ講師。庄原市本村町出身。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●債権収納課　　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１４５
●下水道課管理係　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１７５
●水道課業務係　　☎０８２４ ‐ ７３ ‐ １１９７

　図は、須恵器の中に入れら
れた勾

ま が た ま

玉などの玉類と鉄製の
刀
と う す

子（今の小刀やナイフ）の
実際の出土状況を描いたもの
です。これは東城町新免神田
谷にある犬塚第１号古墳（広
島県史跡）の横穴式石室内か
ら出土したもので、石室の奥
壁中央部の根石に接して置か

れていました。時期は６世紀中ごろです。
　須恵器は、食物などを入れる坏

つ き

のふたで、左（西）半部に
瑪
め の う

瑙製勾玉６個、碧
へきぎょく

玉製勾玉１個、碧玉製管
く だ た ま

玉１個、水晶製
切
き り こ だ ま

子玉６個、ガラス製小
こ だ ま

玉３個が入れてあり、上面には鉄製
の刀子が切

き っ さ き

先を下側（南）に向けて置かれていました。それ
らの勾玉は粗雑な大形品が多く、切子玉を含み管玉も太身の
ものです。
　石室内の被葬者が着けていたと思われる玉類は、整美な小
形の勾玉や小形で細身の管玉と、多数のガラス製小玉からな
り、切子玉はみられません。坏のふたに入れられていたもの
とは玉類の組み合わせが異なり、また小形品であるなどの違
いがあります。
　このように玉類を容器の中に納めた例は、備北地域では本
村町の投

な げ い し

石第１号古墳（６世紀後半）や三次市の久
く ぐ は ら

々原第７
号古墳（６世紀前半）がありますが、全国的にもあまり例が
ないようです。犬塚第１号古墳は３～４回の追葬があり、先
に埋葬された人のものを坏のふたの中に一括して片付けたと
いうより、玉類の様相の違いからすると、地鎮や鎮魂などの
宗教的な意味合いがあったのかもしれません。

家庭との連携

地域との連携

　峰田保育所では、保護者や地域の方との連携を大切にした「食育」
に取り組んでいます。
　「体は自分の食べた物でできている」といいますが、食育の取り組
みを通して、「命の源」となり「元気な体」の基本となる「食」の大
切さや、おいしさを知らせたいと考えています。

　園児たちは畑で菜園活動をするほか、年
長になると月１回のクッキングで食材や道

時悠館   ☎ 08477-6-0161

開館：９時～17時　休館：水曜（祝日開館・翌日休館）・年末年始

具の扱い方を知り、給食作りやおやつ作りを喜んで手伝います。
　また、園児は朝ごはんを食べてきたら市の食育キャラクター「タ
ベルン」の塗り絵カレンダーを塗ります。毎日塗れるよう家庭と
一緒に取り組むことで、子どもたちも朝ごはんの大切さを感じて
います。「今日は○○をいっぱい食べてきたよ」といううれしい
声も増えてきました。

　本年度は東城町の「アイガモ農法の達
人」藤本さんと手作りキャラクターのアイ

ガモモンを迎え、保護者の方と一緒に食の話を聞きました。子
どもたちは食物連鎖の話などに関心を持ち、毎日の給食の中に
は何が入っているか、興味を持って食べています。
　また、「峰田さとやま塾」のプロジェクトにも参加し、じゃがいも・
さつまいもの植え付けと収穫、調理を地域の皆さんと一緒に行
い、作物の生長や収穫の喜びを体験しました。年長児はクッキ
ングで身につけた手際のよさを発揮し、手作りピザの具材のトッ
ピングを手伝いました。地域の方に見守られながら触れ合うこ
とは、子どもたちにとって心温まる体験となっています。
　今後も保育所での豊かな食育活動を通して、心と体の元気な
峰田っ子を育んでいきます。

アイガモモン、だーいすき！ おじいちゃんおばあちゃんと
一緒にじゃがいも掘り

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く）]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間☎相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時
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